
令和３年度包括的支援事業・任意事業実績 

 

【地域包括支援センター運営事業】 

地域包括支援センター運営協議会において報告 

 

【在宅医療・介護連携推進事業】 

●在宅医療・介護連携推進事業 

 ・成年後見制度利用促進の意義と今後の展望について、医療機関や介護保険

事業所、保険者にアンケートを行い報告書を作成。 

・介護・医療サービス資源情報内容更新 

●在宅医療・介護連携に関する相談支援 

  二宮町保健センター内の在宅医療・介護連携に関する相談窓口として連 

携支援センターにおいて専門職への相談支援を実施（件数５件） 

 ●在宅医療多職種連携事業 

   会議委員が所属する職能団体においてテーマになっていることや今後の

講演会内容等についてアンケートを実施。 

 

【生活支援体制整備事業】 

●第１層協議体（お互いさま推進協議会） 

・７、12、２月に協議会を開催。（９月は緊急事態宣言発令により中止） 

地域課題や今後の支え合い活動の担い手育成や講演会のテーマについて

意見交換を行った。 

・生活支援コーディネーター（ＳＣ）便りの発行 

●第２層協議体（地域の協議体） 

 ・一色小学校区「いちふく」と二宮小学校区「クローバーの笑・和・輪」、

山西小学校区「たんぽぽささえたい」が各１回開催し、コロナ禍での地域

の見守り活動や高齢者の生活の変化等について話し合いを行った。 

●福祉有償運送運転者講習会 

 ・11 月５日に生涯学習センターラディアンにおいて開催し、11 名が参加し

た。他市町村での移動サービス事例等の他車両運転等の実技講習を実施し

た。 

●地域福祉課題共有セミナー 

３月に開催し、田園調布学園大学社会福祉学科の和准教授による地域の担

い手創出に関する講演会及び、町内の助け合い３団体（ほほえみの会、お

ーるうぇいず、みかんの会）による活動紹介を行いオンラインを含め 37名

が参加した。 

 

資料６ 



 

【認知症総合支援事業】 

●初期集中支援推進事業（地域包括支援センター運営協議会で報告） 

・認知症初期集中支援チーム対応 ０件 

●地域支援・ケア向上事業 

・認知症総合相談延べ件数 80件 

・にのにんカフェの開催 11回 

  ・認知症サポーター養成講座開催 25回 552名受講 

  ・行方不明 SOS登録者に見守りキーホルダー配布 37名 

  ･９月の世界アルツハイマー月間に、図書館の Twitterにおいて認知症関連

図書の紹介を行ったほか、地域包括支援センターのインターンシップ実

習生協力のもと、役場庁舎に特設コーナーを設置 

・ともしびショップで認知症予防メニューの提供 

 

【任意事業】 

●介護サービス相談員派遣事業 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

●介護給付費適正化事業 

・ケアプランの点検の実施（５事業所 対象利用者 15名分） 

・住宅改修等の点検・医療情報との突合、縦覧点検 

・介護給付費通知を 1,372名に送付 

●住宅改修支援事業 

・住宅改修理由書の作成を行った居宅介護支援事業所６事業所に対し、補助

金交付 

●成年後見制度利用支援事業（後見人等への報酬助成 1件・町長申立て１件） 

●シルバー緊急通報システム事業補助金 

・町社会福祉協議会の事業実施にあたり補助金交付を行い、３月末時点では

65歳以上で一人暮らし等高齢者の 177名が設置 


